
 

科目区分 専門基礎分野 履修学年 1 年後期 単位数 1 時間数 30 

科目名 薬理学 担当教員 
栁下 楠 他 

専任教員 

使用 

テキスト 

１)メディカ出版 疾病の成り立ちと回復の促進 ②臨床薬理学 

テ キ ス ト

以 外 の 教

材・参考書

等 

１) 医学書院 系統看護学講座 専門基礎分野 薬理学  

２) 医学書院 系統看護学講座 別巻 臨床薬理学  

授業の概要及び到達目標 

 

授業の概要 

患者に接する時間と機会が最も多い看護職は、薬物の作用や副作用、投与する際の注意点を十分理解

し、医療事故の防止に努める必要がある。また、特定行為では薬剤投与に関するものが含まれているこ

と、医師の指示のもと特定行為研修を受けていない看護師も薬剤の調整を行う機会があり、今後看護職

に期待される薬剤の知識はさらに高まっていくことが考えられる。 

本授業では代表的な薬物の作用順序・特徴・副作用・薬物の取扱いや管理、薬物療法の目的や医師に

よる薬剤の処方の意図を把握したうえで与薬を行える知識を身につけることの大切さについて学ぶ。 

 

到達目標 

１． 薬物の体内での動態や効果について述べることができる。 

２． 代表的な疾患とその治療薬について理解する。 

３． 代表的な薬物と作用・副作用が述べられる。 

４． 薬剤投与における看護職の役割について理解することができる。 

評価方法 

筆記試験 

備考 

関連科目：解剖生理学,感染症と微生物,病理学,病態学,回復を促す技術Ⅰ 



回数 授業計画 学習内容 備考 

1 薬理学概論(薬物とは何か、薬理学とは何か、薬力学、薬物動態学)  

2 薬物治療の実際 看護師の役割について 専任教員 

3 

自律神経・中枢神経に作用する薬剤  

4 

5 

循環器に作用する薬剤  

6 

7 糖尿病治療薬  

8 抗アレルギー薬  

9 抗感染症薬  

10 呼吸器・消化器薬  

11 がん治療薬  

12 抗炎症薬  

13 

臨床で使用する薬剤の投与、調整、観察について 
特定行為研修終了 

看護師 
14 

15 終講試験 まとめ解説  

 


